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木星中緯度帯の斑点と帯状流測定

Spots and zonal flow in the Jovian mid-latitude
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1 9 9 7 - 9 8年にわたる、可視光C C D観測による木星画像から、多数の斑点の位置測定を行い、それより帯状流分布
の測定を行った。

観測は、3 0 5 m m反射望遠鏡と冷却C C Dカメラにより、浅田によって行われた。得られた画像より、白斑等の数
千個の位置データが測定された。個々の斑点の位置変化(経度変化)より、各緯度帯の東西風速(帯状流)が見積もら
れる。

これらの結果は、V o y a g e r等によって測定された帯状流分布と比較され、長期の変化(または変化がほとんど無
いこと)について議論する。

また、いくつかの斑点は数年以上にわたり存在し続けている。これらの斑点について、その性質について議論
する。
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